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川崎シンフォニーホール震災被害復旧工事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  本工事は、平成 24年 3 月 11日の東日本大震災により宙吊り状態となったホール天井材（FG ボード 8ｔ×5枚） 

  及び未落下ではあるが天井ボードのひび割れや吊材の一部破断が認められ健全性が確認出来ない未落下天井を安全 

  に吊降ろす事を目的とした。 

  吊降しに採用した工法はチルクライマー（電動ウインチ）による多点吊りとし、各支点を連動操作システムにより 

  連動、及び各支点操作によりレベル調整を行い、ある支点に集中荷重が加わらないようにバランス良く吊降しを 

  実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工事名称 川崎シンフォニーホール震災被害復旧工事 

所在地 川崎市幸区大宮町 1310 

建築主 川崎市 

設計・監理・施工 

既設：都市基盤整備公団神奈川地域支社,㈱松田平田設計 施

工：清水建設 

復旧：㈱竹中工務店１級建築士事務所 施工：竹中、淺沼他

JV 

建物用途 音楽ホール 

建物階数、高さ B2・8F 

建築面積 17,243.96㎡ 

構造種別 鉄骨造、一部鉄骨鉄筋コンクリート造 

工期 2011年 10月 01日～2012年 12月 25日 

工法 リフトダウン工法 

リフトダウン面積 天井：約 640㎡ 垂直壁：約 100㎡ 

天井分割数 40分割(最大部位：85㎡)(天井ボード：FGボード t8×5枚) 

リフトダウン揚程 約 20m 

リフトダウン装置 チルクライマー計１６台、連動操作盤 

備考  

  

□ 工事概要 

□ 吊降し（リフトダウン）工法 
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□ 吊材、天井材切断要領 

宙吊り天井部においてはいつ吊材やボードが縁が切れて落下してしまうか予測出来ない事と切断位置まで安全に近づ

くためにチェア型ゴンドラに作業員が搭乗し各切断や玉掛けを行った。また、切断に使用した工具はレシプロソーとベ

ビーサンダー（火花養生）を使用した。 
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チルワイヤーローピング 

玉掛け用穴開け(設備孔利用) 

玉掛け・緊張 

吊材切断 

天井ボード分断切断 

吊降し（リフトダウン） 

定着階にて横引き・定着 

□ 施工状況写真 

天井材 

吊材写真 

震災後 

震災前 

チルクライマー設置・配線 

リフトダウンフロー 

モッコ地組み 

モッコ揚重・天井材へ定着 

（モッコ使用時） 

リフトダウン 

横引き 

吊降し概略図 

チルクライマー 

吊降し範囲平面図 

チルクライマー設置概略図 

チルクライマー 既存梁に

固定 

チルワイヤー 

一車ブロック 

連動操作盤 

電源線 

200V 
操作線 

電源線 

200V 

吊材（全ネジボルト） 

軽鉄 

レシプロソー 

チェア型ゴンドラ 

吊りワイヤー 

命綱 

吊降し装置の能力に合わせた分割を行うため
上部キャットウォークからチェア型ゴンドラ
にて作業員を吊降す。
適切な切断工具にて、宙吊り・未落下天井の
ボード・軽鉄下地切断と吊ボルト・キャプタイ
ヤ等の切断作業を行う。

天井ボード：FGボード t8×5枚重ね 

チルクライマー設置 連動操作盤 モッコ地組み モッコ揚重 

ゴンドラ作業 ゴンドラ作業 吊材切断 天井ボード切断 

ゴンドラ作業 モッコ定着 宙吊り天井吊降し 未落下天井吊降し（通常玉掛け） 

宙吊り天井吊降し 宙吊り天井吊降し前 宙吊り天井吊降し 天井材解体作業 


